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  ギタリストインタビュー〜吉川忠英

  


  1970年代から自身の音楽活動と並行してスタジオミュージシャン、サポートとして数多くの名曲のレコーディングに携わってきた吉川忠英。ギターを始めたきっかけからデビュー当初や現在の活動までお話いただきました。

  


  ■英語で歌うフォークロックに琴や琵琶、和太鼓、尺八、大正琴などの和楽器を取り入れました

  

  -ギターを始めたきっかけを教えていただけますか。

  

  吉川忠英(以下、吉川)：小学生の頃に親父からウクレレを買ってもらい、それをポロンポロンとさわっていたのが最初の弦楽器です。それと、学校で同じ頃に鼓笛隊が編成されて小太鼓を叩いていました。

  その後中学に入ってもブラスバンドにいたのですが、ある日（たぶん演歌の古賀メロディを弾いていたと思う）友達のお父さんが持っていたガットギターをさわってみたけど、ネックが厚くて太いので、ギターは絶対弾けないなとあきらめてましたね。

  それでも高校１年の時に兄がピックギターを借りてきたので、コードを教わり「ダイアナ」とかハンク・ウィリアムスなどのカントリーを見よう見まねで弾き始めていました。

  その後、尊敬する親父のような外科医になろうと、高校２年の時、慶應志木高校に編入試験で入りました。それで勉強しようと思っていたのですが、あちこちからギターが聴こえてくるんです。いつしか勉強どころかギター漬けの日々になっていった訳です。1963年は、ピーター・ポール&マリーの「パフ」、ベンチャーズの「パイプライン」、ビートルズの「シー・ラヴズ・ユー」などが同時期に流行る、エポックメイキングの年でした。それでみんなギターを始めたんですね。

  おまけに、その時キングストン・トリオの完全コピーバンドをやっていた瀬戸龍介という男に出会う訳です。元々音楽が好きだったので、自分もPPM、キングストン・トリオ、ブラザース・フォーなどを夢中になって覚えました。

  

  -その頃からライブなども始めたのでしょうか。

  

  吉川：「THE NEW CASTLE TRIO」というグループを作って、ライブやラジオ番組のコンテストなどに出てましたね。

  

  -ギターを始めたのが高校二年生というのは、意外と遅い気がします。

  

  吉川：今と比べたら遅いですね。ストロークやアルペジオ、スリー・フィンガーばかりで、今のようなタッピングやインストゥルメンタルなんか考えられない時代でした。

  

  -大学生になってもバンドなどを継続していたのでしょうか。

  

  吉川：そうですね。大学3年の時に瀬戸がリーダーの「THE NEW FRONTIERS」に引き抜かれて、セミプロのような活動を始めました。この頃は忙しかったですね。

  大学を卒業すると、まだバンドで食べていける状況ではなかったので、僕も含めてみんな就職しました。しかし、すぐに音楽をやりたくなって集まり、米軍キャンプでの演奏などを始めたんです。このギャラが高かったんですね。初任給が28,000円くらいの頃に、200ドル、当時1ドル360円だったので72,000円くらいもらってました。これなら食べていけるかなと思い始めて、会社は4月に入社したのに12月には退職し、翌年「THE NEW FRONTIERS」はプロになってしまいました。

  

  -「THE NEW FRONTIERS」はアメリカで活動されていましたね。

  

  吉川：みんなビートルズみたいになりたいと思ってました。でも普通に勝負してはアジア人では勝てないと思い、日本人は日本らしい楽器を使った方がいいということで、英語で歌うフォークロックに琴や琵琶、和太鼓、尺八、大正琴などの和楽器を取り入れました。

  1971年にアメリカに行って、デモテープを作り、いろいろなところに売り込んだりして、やっと1972年にキャピトルレコードからアルバムを出す事となりました。バンド名は「EAST」となり、様々な演奏活動をしましたね。

  しかし、アメリカでジェイムス・テイラーに出会い彼の音楽を聴いて勉強している内に、「EAST」の音楽は少し違うかなと思うようになってきました。自分で日本語で歌いたくなってきたんですね。それで1972年12月に「EAST」をやめて、日本語でジェイムス・テイラーのような音楽を作り、石川鷹彦のホームスタジオでデモテープを沢山作って、1974年にコロムビアからシンガーソングライターとしてソロデビューすることになりました。

  

  -その頃はフォークソング全盛の頃だったと思います。

  

  吉川：そうですね。関西フォークもすごかったし、はっぴいえんど、この頃はティン・パン・アレーですね、人気がありました。ティン・パン・アレーに入らないかという話もあったのですが、グループが嫌になってた時期で、ソロで活動していました。

  

  -シンガーソングライターとしての活動と並行して、スタジオミュージシャンとしても活動を始めたのでしょうか。

  

  吉川：松任谷正隆が学校の後輩だったのですが、僕たちのグループのファンでレコーディングに参加してくれないかという話をしてきました。荒井由実の「MISSLIM （ミスリム）」(1974年)から呼ばれ始めましたね。ここからスタジオワークが始まったのですが、ギターがうまいのがいるよと噂が広がって仕事が増え、1970年代、1980年代は忙しかったです。アレンジャーも瀬尾一三、松任谷正隆、萩田光雄など、若手の同世代が増えてきていました。

  今はレコーディングは少なくなってきています。みんな自分でできるものは自分でやって、どうしても出来ないものがあると呼ばれますね。
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  ■落語をやることによって、しゃべりの間の勉強になりましたね

  

  -2000年頃からソロの活動が増えてますね。

  

  吉川：マーチンクラブコンサートで中川イサトと20数年ぶりに再会、意気投合して、北海道ライブハウスツアーに引っぱり出されたのをきっかけに、日本中の旅が始まりました。自分の音楽生活パターンを変えなきゃダメだと思ったんですね。

  

  -その頃からインストが増えたのでしょうか。

  

  吉川：インストをやらないんですかと言われるようになったんです。チェット・アトキンスが好きだったので、ギャロッピングなどをやってはいました。それで「第三の男」をアレンジしたり、自分で作ってみようと思い始めたのは1990年代くらいです。2000年頃からビクターでaosis recordsというのができて、インストの曲をたくさん作り始めました。

  

  -「アコギでGo!」というイベントも始められましたね。

  

  吉川：みんなでやるの面白いかと思ったんです。アコギ同士ではなかなか会わないので。4人ずつ集まって4,5回やったかな。石川鷹彦、中川イサト、押尾コータロー、佐橋佳幸など、いろいろなギタリストが来ましたね。

  マーチンクラブのコンサートもよくやり、アメリカでディーラーパーティにも呼ばれましたね。

  

  -最近のライブでは落語を取り入れていると聞いています。

  

  吉川：そうですね。ギター落語に取り組むようになりました。きちんとした落語で、台本もあるんです。

  

  -落語はご自身で作られたのでしょうか。

  

  吉川：いいえ、井上僚章という「劇団Turbo」を主宰している方に書いていただいています。昔東京ヴォードヴィルショーにいて、自分で劇団を作った方です。僕のライブを見て、落語をやりませんかと言われたんです。それでギター落語を書いてくれ始めました。もう６作もあるんですよ。

  

  -落語を聞くのも好きだったのでしょうか。

  

  吉川：昔から好きでしたね。寿限無を覚えたり遊んだりしてましたが、まさか自分でやることになるとは思わなかったです(笑)。あと、落語をやることによって、しゃべりの間の勉強になりましたね。

  

  

  ■メロディを作るだけでなく、格好いいコードを付けるのが生き甲斐でもあり、大好きなんです

  

  -使用しているギターについて教えていただけますか。

  

  吉川：まずヤマハの吉川忠英モデルですね。マーチンの吉川忠英モデルもあるので、去年頃から使っています。これは2000年頃に中川イサトと一緒に作ってもらったものですね。このモデルの売り上げは三宅島の噴火の時に寄付をさせていただきました。他に鷲見ギターの忠英モデルもあります。ホンジュラスローズウッドを使ってますね。

  

  -今までもいろいろなギターを使われていると思いますが、スタジオではギターを使い分けていたのでしょうか。

  

  吉川：昔はそんなに持っていなかったので、マーチンD-35をずっと使ってました。イルカの「なごり雪」やユーミンの「やさしさに包まれたなら」、山本コウタローの「岬めぐり」などですね。1977,8年頃にヤマハのハカランダのモデルを3本ほど作ってもらい、よく使っていました。ジェイムス・テイラーも使っていたギブソンJ-50にはまった時期がありましたね。

  

  -ピックアップはどのようなものを使っていますか。

  

  吉川：LR.Baggsなどいろいろですね。低音が出るのが好きなんです。ギターを作る時にそれに合ったものを付けてもらい、音を出して合わなければ交換します。今はスタジオよりステージなので、最初からピックアップを付けています。

  

  -最新のアルバムは去年リリースされたものですね。

  

  吉川：8月にDellaレコードから全曲インストの「Relax &Slow～Natural Style～」というアルバムが出ています。

  

  -意外と全曲インストのアルバムは少なかった気がします。

  

  吉川：そうですね。「Guitar by Guitar」やビクターaosis recordsから出てるのはインストです。またインストのアルバムを出したいと思っているので、いつも曲を考えています。旅先でたくさん曲ができたりしますね。

  

  -曲作りというのは、これから作ろう、という気持ちを入れて作るのでしょうか。

  

  吉川：そうですね。明るいコード感の曲を作ろうとか、リズムから作っていくとか、いろいろなきっかけがあります。人との出会いやその時のシーンや想いなどの要素が大きいです。

  僕の場合アレンジが好きなので、メロディにどのようなコードを付けるかというのが大事なんですね。メロディを作るだけでなく、格好いいコードを付けるのが生き甲斐でもあり、大好きなんです。

  

  -最後にギターファンにメッセージをいただけますでしょうか。

  

  吉川：ギターが上手になるためには、弾く時間に正比例するので、可能ならば坂崎幸之助みたいに(!?)、一日中弾いてるくらいがいいですね。触ってる時間が多いほど上手になるし、指の筋肉もできてきます。コツがわかると少しの力でも弦を押えることができるので、テレビでニュースを見ながらコードを押える練習をするなどが、初心者の方にいいでしょう。

  僕がこれから展開しようとしている新しいギター講座を、是非皆さんに観て欲しいなぁ…。“目からウロコ”のビックリ上達セミナーを期待していて下さい！

  

  (文中敬称略)

  

  【2015年1月30日東京・曙橋「Back In Townにて】

  


  


  吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  1947年　東京生まれ。

  71年、伝説のグループ“THE NEW FRONTIERS”のメンバーとして渡米。

  西海岸を中心にコンサート活動を行い、和楽器を取り入れたフォークロック・グループとして注目を浴びる。72年、“EAST”と改名し全米デビューを果たす。

  帰国後シンガーソングライターとしてアルバムデビューし、同時にスタジオ･ュージシャン、アレンジャー・プロデューサーとしての活動を開始。

  アコースティックギターの第一人者として、中島みゆき・松任谷由実・福山雅治・夏川りみ・加山雄三・Chageなど、ニューミュージック系のアーティストを中心に数多くのレコーディングやコンサートに参加している。

  毎年、北海道から沖縄まで全国ソロライブツアーも精力的に行なっており、その旅の音風景とも言える楽曲を集めたアルバム「Relax Slow ~Natural Style~」を2014年夏に発売。

  季刊誌「ACOUSTIC GUITAR MAGAZINE」（リットーミュージック）に『チューエイのスタジオ日記』執筆中。



  [広告]sign-pole records
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  ギター工房探訪〜Hiro Ebata

  


  

  アーヴィン・ソモギに師事し、そのスタイル、ヴォイシングを継承しつつ独自の個性も打ち出すHiro Ebataさんにギター作りのきっかけや各モデルの個性などの話を聞いてきました。

  

  【バックナンバーAcoustic Guitar World vol.7より】

  


  


  

  ー何故ギター製作家を志したのでしょうか。

  

  Hiro Ebata(以下、Ebata）：最初はギターを弾いていたんですが、そのうちにアメリカに行った時にマーチンの工場に見学に行きました。その時ギターのキットが売ってたんです。それを買って作り始めたというのが最初のきっかけです。1995、6年頃ですね。1本作ったら面白くなって、2本目、3本目を作りました。

  

  ー何故ギターのキットを購入しようと思ったのでしょう。

  

  Ebata：工場で木材がバラバラになっているのを見て、こういうのから自分が弾くギターができているのか、というように興味を持って、最初はお土産みたいな気持ちで買いました。見ているうちに作りたくなってきました。最初にマーチンのOMを作って、見た目は良くなかったんですが音が結構良くて、次は確かマホガニーのDサイズを作りました。2本目を作っても別の物を作りたくなりましたね。当時はキットとパーツだけでも売っていて、トップやサイド、バックの材質を選ぶことができました。3本目はこのように材質を選んで作りました。この後から自分で年に1,2本を5,6年の間に作りました。それで、ギター製作で生きていこうと思いました。

  

  ー当時は他の仕事をしていたのですか。

  

  Ebata：サラリーマンでした。働きながら7,8本作ってから会社を辞めて、アーヴィン・ソモギの所に行って働きながらギター製作について教えてもらいました。

  

  ーアーヴィン・ソモギの工房ではどのような生活でしたか。

  

  Ebata：朝10時から夕方6時頃までアーヴィンのギターを作って、仕事の前と終わってから自分のギターを作っていました。工房に住み込みで機械、器具は好きに使えたので、空いた時間に教えてもらいながら、自分のギターを作りました。1年半くらいで、5,6本作りましたね。

  

  ー現在製作しているギターはソモギ氏の影響が大きくなりますか。

  

  Ebata：そうですね。形もサウンド的にもそういう傾向のギターです。

  

  ーソモギの工房に行く前はマーチン系の音作りだったのでしょうか。

  

  Ebata：そうですね。というかあまりヴォイシングがわかっていなかったので、キットをそのまま組み立てるような感じでした。イメージとしてはプラモデルを作る感じです。

  

  ーソモギさんの工房に行って、どのように違うと感じましたか。

  

  Ebata：トップの厚みの出し方からブレーシングのパターンの考え方、ブレーシングの削り方など、音を決めていく過程を一から教えてもらい、それまでと考え方が全く変わりました。ちなみにマーチンのキットはトップが厚かったりするので、自分でカスタマイズしないときちんと音が出ないのですが、最初はそういった考えが全くなかった。それをアーヴィンのところで学びました。
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  ー各モデルを見ても、やはりマーチン、ギブソンとは異なるスタイルのようですね。

  

  Ebata：はい。フィンガーピッキング向けが主体ですね。

  

  ーソモギもDタイプはありますが、マーチンとは形状が違いますね。

  

  Ebata：ウエストが上の方にシフトしていて、抱えやすくなっています。

  

  ーEbataさんのモデルの、DとE1の違いはどのようなところでしょう。

  

  Ebata：E1というのはDに比べてウエストが下の方にありますが、ボディ全体が少し小さく抱えやすくなっています。音的にはDの方がフィンガーに向いているのですが、Dが大きいという声があったので、もう少し小振りのギターを作ってみました。音はE1の方がやや固めです。モデルに「Style」がついているのは、アーヴィンの楽器をベースにしたものです。MD、OM、SJに近いものです。

  

  ーギターの内部もソモギと同じ傾向でしょうか。

  

  Ebata：そうですね。音の傾向が似るように作っているので、構造もかなり近いです。

  

  ーサイドがラミネートというのは全てのモデルなのでしょうか。

  

  Ebata：基本的にそうですね。アーヴィンも同じです。

  

  ーサイドをラミネートにするとどのような効果がありますか。

  

  Ebata：サイドが固くなくなって余計な振動がなくなります。トップとバックだけで音を作るイメージです。太鼓と同じような原理で、脇をしっかり固めて、前と後ろを効率よく振動させるような感じです。サイドが余計に振動するとエネルギーがそちらにいってしまうという考え方からきています。
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  ーラミネートの材質は何を使用しているのでしょうか。

  

  Ebata：サイドはいろいろな種類ですが、中は基本的にインディアンローズウッドです。厚さは両方とも2mm弱ずつくらいです。サイドの厚みもあり、重量が増してボディ自体が安定します。
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  ーEbataさんのカタログにクラシックギターがあります。ソモギさんも最初はクラシックギターを作ってましたね。

  

  Ebata：そうですね。今でもオーダーでは作っていて、僕がいた頃は1,2本作ってましたかね。

  

  ーこのモデルはアコースティックとは違って、ブレーシングなどクラシックギターのものなのでしょうか。

  

  Ebata：はい、ファンブレーシングです。

  

  ークラシックもソモギさんの所で学んだのでしょうか。

  

  Ebata：いや、クラシックのスタンダードなトーレスタイプになります。アコースティックでの製作の学んだ考え方をクラシックギターに導入しています。

  

  ーこのクラシックギターはコンセプトとしてはどのようなものでしょう。普段アコースティックを弾いている人のためのものでしょうか。

  

  Ebata：いや、そんなに数を作ってはいないですが、普通のクラシックのためのクラシックギターです。

  

  ーちなみにクラシックもサイドはラミネートなんでしょうか。

  

  Ebata：いえ、これはシングルです。普通のクラシックギターですね。

  

  ークラシックはセラックニスでの塗装ですね。他のアコースティックはラッカーですか。

  

  Ebata：基本的にラッカーですが、トップはオーダーがあればセラックでの塗装もします。最初の10本くらいは全てセラックでした。しかしラッカーに比べて塗膜が弱くケースに入れたままでは跡がついてしまうなどの症状もあったので、全てラッカーにしました。

  

  ーソモギさんは元々はクラシックギターを製作していてアコースティックに移行したようですが、クラシックギターの作り方の影響も大きいでしょうか。

  

  Ebata：ヒントは多く得ていると思います。サイドをラミネートにしているのもクラシックの発想でしょう。ナットのスキャロップやヘッドのデザインもクラシックの影響があると思います。

  

  ー高級なアコースティックギターはトップ、サイド、バックが単板というのが一般的で、ラミネート(合板)というと廉価版のイメージが出てしまいます。安いギターの合板とソモギさんやクラシックギターのラミネートとは全く意味が違うのですが、混同される場合も見受けられます。

  

  Ebata：そうですね。合板と言ってしまうとイメージが違うと思います。いわゆる安いギターの合板はベニヤみたいなものですからね。
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  ーE2というモデルはクラシックの形状でアコースティックギターにしているのでしょうか。

  

  Ebata：はい。形状はクラシックと同じで小振りなギターです。ブレイシングはXブレイシングといったように内部はアコースティックです。

  

  ーどのような特徴があるのでしょうか。
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  Ebata：フィンガー向けとなりOMよりもさらに小さく、クラシックの弦長は650mmですがE2は635mmでOMと同じです。あと12フレットジョイントで、ネック幅はアコースティックと同じです。12フレットジョイントにすることによって、深みのある音になります。ブリッジは下の方につき、サウンドホールから出る音が若干遅れる感じで、それが深みにつながります。
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  ーJというモデルはソモギさんのSJですね。ボディが大きい分音量も大きいのでしょうか。

  

  Ebata：そうでずね。ボリュームが大きくなるのと、Dだと音が全体的にゆったりと出てくるのですが、Jだともっと締まってくる感じです。バランスとしてはOMとDの中心でしょうか。バランスはOMに近くて、OMよりも低音が出る。そしてDよりも音が締まった感じです。

  

  ーよりフィンガー系に向いている気がしますが。

  

  Ebata：ゆったりした音はDのが出るので好みになりますね。

  

  ーホームページ上のカタログではほとんどカッタウェイがついていますが、これが標準ですか。

  

  Ebata：いえ、ノンカッタウェイでも作ります。

  

  (Dのカッタウェイとノンカッタウェイを見ながら)

  

  ー同じ形状でもカッタウェイのあるとないとでは随分印象が違いますね。あとマーチンのドレッドノートと比べるとウエスト部分が上にあるということで、実際のサイズはそれほど変わらなくても抱えやすさが随分よくなります。サウンドホールのインレイがそれぞれ違いますね。それぞれオーダーで受けているのでしょうか。

  

  Ebata：基本のモデルは写真のようにアバロンが真ん中に入ります。お客さんの要望で他の素材を使ったり、エボニーやメイプルなどにするなどいろいろ対応しています。

  

  ージョイントはダブテイルでしょうか。

  

  Ebata：はい。最初の頃はボルトで作っていましたが今はダブテイルジョイントです。

  

  ー今はギターのオーダーはどのように受けていますか。

  

  Ebata：個別に受けているのと、Blue-G(http://www.blue-g.com/)という楽器店を通して受け付けています。

  

  ーBlue-Gからはお店でお客様の要望を聞いて、それをオーダーしてくるのでしょうか。

  

  Ebata：そうですね。

  

  ーでは店頭にはあまり出ないでしょうか。

  

  Ebata：東京ではBlue-Gさん、大阪では三木楽器(http://www.miki.co.jp/)さんに置いてあります。

  

  ー今までどのようなタイプの人がオーダーをしていますか。

  

  Ebata：今まで何本かギターを使っていて、オリジナルで自分の好みのギターが欲しいという人ですね。いきなり初心者やギター経験が浅い人はさすがにオーダーしてこないです。

  

  ー今製作されているギターでソモギさんとコンセプトが違うところは何かありますか。

  

  Ebata：音の傾向は似ているのですが、僕の方がちょっと音が固めですかね。構造上、少しかっちり目に作ってます。アーヴィンのギターはトップが薄くブレイシングも結構削っているので、そういった所をもう少し固く作っています。音作りは同じ系統だと思います。

  

  ー材質はいろいろと種類があるのでしょうか。

  

  Ebata：オーダーによって対応します。多いのがトップがヨーロピアンスプルースで、サイドバックはローズウッド系です。インディアンやマダガスカルやホンジュラスなど。オーダーを受けた時に、こういう音がいい、と言われた時にこういう材質がいいですよ、などと対応します。

  

  ー最近はサイド、バックの材はローズウッド系だけでも多彩ですね。

  

  Ebata：そもそもハカランダがなくなってきてますので、みんないろいろなものを試してますね。他にもブビンガ、カマティロなど、いろいろあります。

  

  ー広まってきているのはマダガスカルローズウッドのような気がします。インディアンに比べてどうでしょう。

  

  Ebata：インディアンより固いので、ブラジリアンに音が近く、見た目もきれいですね。インディアンよりマダガスカルだと色の濃淡がはっきりしています。ただマダガスカルも手に入れるのは難しくなってきています。材料自体が少なくなってきているので、今後どうなるでしょう。

  

  ーこういったハンドメイドのギター選びについて、何かアドバイスなどありましたらお願いします。

  

  Ebata：まずは弾いてみることですね。音はそれぞれ違ってきますので、評判だけで選ぶのではなく、実際に弾いて自分でいいと思ったものを選ぶのがいいと思います。あと、できれば長く弾いてもらいたいです。1本手にしたらなるべく長く使って欲しいですね。
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  【Hiro Ebata】


  


  

  Hiro Ebata http://www.ebataguitars.com/

  

  神奈川県出身。

  1996年、電子回路設計エンジニアとして在職中よりギター製作を開始する。

  2004年、より高度なギター製作技術を修得するため渡米し、マスタールシアーであるErvin Somogyi氏に師事する。 18ヶ月に渡りヴォイシングを中心とした製作技法を学んだ後、帰国。

  2006年より東京近郊に工房をオープンし、Somogyi氏の製作思想を継承しつつオリジナルの楽器製作を行っている。

  (公式ホームページより)



  矢後のひとりごと

  


  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。短期連載の予定ですが、好評であれば長期になるかも？

  

  質問などありましたら、お気軽にTwitter、facebook、メール(info@aco-world.com)等にお問い合わせください。

  


  　皆さんこんにちは、矢後憲太です。第八回目の今回は、楽器についてのお話をしてみたいと思います。本当はこの話題、もうちょっと後で取り扱おうと思っていましたが、なんとなく今お話ししてしまおうと思います。このコラムは“矢後のひとりごと”ですから、気まぐれな感じでお届けしていきますね。

  　これまで、音量の問題や演奏上の強弱、音色、それらを表現するタッチの問題などに触れてきました。毎回に渡って、タッチがどうとか表現が云々とか小難しい雰囲気で書いてきましたけれど、そういった僕の中での基本的なビジョンの説明を満たした今、ようやく、楽器などの道具のお話にも入っていけるわけです。これから新しいギターの購入をお考えの方はもちろん、今お使いのギターをもう一度見つめ直してみるという意味でも、今回の記事を少しでも参考にしていただけたら嬉しいです。

  

  ●第八回 ～楽器についての考察～

  

  　さて、早速ですが「良い楽器」とはどういった楽器でしょうか。音が大きいとか、綺麗な音、或いはワイルドな音がするとか、そもそも弾きやすいものとか、いろいろな条件がたくさんあって、きっと皆さん大切にしたい部分は違っていると思います。ですから一口に「良い楽器」と言って も、それは本当に個人個人違うものだと思います。

  　そんなわけで、今回考えていく楽器のいろんな要素というのは、あくまでも筆者である私個人フィンガースタイルギタリスト矢後憲太の今の考え方に基づいたものであることを予め覚えておいてください。その上で参考にしていただければと思います。

  

  　ギターって、本当にいろんなものがあります。世界中に流通する大手ブランドのものから、個人ルシアーさんが全て1人で作っている一本モノまで、実に様々です。きっと皆さん、なんとなく憧れているブランドがあったり、最近だと、ルシアーさんにオーダーする方もたくさんいますよね。皆さんこういった経験はないでしょうか？新しく買うギターを選ぼうと思って楽器店へ行き、たくさんいろんなギターを弾いていると、あれも良いけどこれも良い…結局どれが良いのかわからなってしまった。こんな無限のループに陥りがちです。そんな時こそ、自分が大切にしたい要素をハッキリさせて、基準を設けましょう。私自身、数年前にメインで使う楽器を探していた際には結構いろいろなギターを弾いてみましたが、大切にしたい部分がハッキリしていたので、多くの中から1本に絞るという作業自体は苦労しませんでした。

  　では、ここからは私が大切だと思う点について具体的にお話しします。私がギターでやりたいことは“表現”です。感情や表情、思い描く世界を、ギターで表現したいです。そうなってくると、最低限満たされていてほしい部分がいくつかあります。

  

  　まず“ダイナミックレンジ”について考えてみます。ダイナミックレンジというのは、ざっくり言うと最も小さな音から大きな音までの情報量だと思います。その楽器の持つレンジが広ければ大きな音から小さな音までの差が大きくなりますし、逆にレンジが狭ければその落差は小さくなります。 曲を演奏するとき、私は強弱の表現とそれに伴う物理的な音量の変化というものを非常に大切にしています。例えば、静けさの中から湧き上がるように音が出てきて、だんだんと迫ってくるようなクレシェンドの表現のフレーズがあったとしましょう。最初、音量はとても小さいです。そこからだんだんと音量も大きくなっていくわけですが、ここでダイナミックレンジが広いか狭いかで、 大きく表現が異なってくるわけです。小さな音から大きな音まで自在に使っていきたいとなると、ある程度のダイナミックレンジは最低限必要になってきます。高くジャンプしたいのに天井が低くて頭がぶつかってしまっては、どうしようもありません。こういった意味で、楽器そのものが持っている“ダイナミックレンジ”というのは非常に大切です。

  　それに関連して、入力値をどこまで上げていけるか、という問題が出てきます。天井の例を出しましたが、まさに“ヘッドルーム”の問題がそれで、頭の位置から天井の高さまでの間にどれほどの余裕があるのかという問題です。ピッキングで入力値を上げていったときに、上げれば上げる程に応えてくれる楽器か、それとも天井の限界にぶつかってそれ以上応えてくれない楽器か、ということです。一般的に、レンジの狭いギターに大きな入力値でピッキングしてもそのギターの音量の最大値以上の音量は出ないですし、天井を越えた入力値の音は音色がガチャガチャして綺麗な音ではなくなってしまいます。

  　こんなふうに、そのギターがもともと持っている“ダイナミックレンジ”や“ヘッドルーム”の問題（“ヘッドルーム”てデジタル用語な気がしますけど、わかりやすいので使います）は、演奏そのものに大きな影響を与えます。では、レンジ、ヘッドルームが狭いギターは悪いギターで、広いギターは良いギターかと言われると、そういうわけでもありません。

  　近年、軽いピッキングでも大きな音量を得られるギターというのがたくさん出てきたように思います。わかりやすく数字で示してみると、ダイナミックレンジの最大の部分を100として、一般的なギターは普通に弾いて50の音量が出るとすると、そういったギターは普通に弾いて70～80くらいの音量が出てしまうということです。これが何を意味するかというと、プレイヤーがピッキングの入力値を上げようと頑張らなくても大きな音が出せるということです。ということは、そもそもピッキングが弱い人や、タッチがしっかりしていない人、つまり、何らかの理由でピッキングの入力値がそれ程大きくない人にとっては、こういったギターはとても鳴らしやすいということです。“ピッキングの入力値”というのは、力の問題ではありません。これは、このコラムで何度も取り扱ってきたタッチの問題です。ですから、タッチに合うか合わないか、という問題がここで発生するわけです。そして、一般的に鳴らしやすいギターというのは、ヘッドルームが狭いです。最大値100に対してデフォルトで70～80出るということは、そこから踏み込んでいける領域が20しかないということです。そしてその鳴らしやすさが、かえって弱音のコントロールを難しくしてしまいます。軽く弾いて十分な音量が出てしまうとのですから、じゃあ弱い音を出すためにはもっともっと軽く軽く…という、極めて繊細なことが求められます。対して、一般的なピッキングで50出るギターというのは、そこから最大値まであと50あるわけですから、たくさん踏み込んでいけるわけですね。弱音に対してもピッキングに限りなく素直です。この辺を自分の表現とどう絡めて考えるかが大切です。

  

  　もう一つ大切な要素として、音の“芯”という問題があります。音の芯は、ピッキングのタッチによってある程度変化はつけられますが、ここで言っているのはタッチ云々とかそれ以前の、楽器そのものが持つ音の芯の問題です。 単刀直入に言うと、音の芯はあった方がソロギターには向いていると思います。芯があり、一粒ずつがしっかりと立って聞こえる方が、メロディーが聞きやすいとか、あとは音の分離の問題にも少なからず影響してきます。そして実はこの芯の問題、いちばん大きいのは弱音のコントロールを可能にしてくれるところにあると思います。以前、このコラムで音量と大小について書いたことがありましたが、弱音は、単純に音量が小さいという要素だけではありませんでしたよね。芯のないギターで弱音を出そうとすると、音の粒がしっかりとしていないために、物理的な音量が下がると埋もれてしまって非常に聴き取りづらくなります。そんな中で芯がしっかりと出ていれば、音量が小さくてもハッキリと聴き取ることができますし、音量が小さくてもピッキングによって強めのアクセントをつけたり、強弱、更には音色に至るまで、その変化をハッキリと出すことができます。ヴィンテージなどでもの凄い音量のギターとかを時折見かけますけど、芯がないというのはよくあります。ソロギターで求められる繊細な表現をするためには、いくら音量が凄かろうとそういったものでは厳しい部分があります。

  

  　さて、ここまで“ダイナミックレンジ”、“ヘッドルーム”、“芯”の問題と、3つの点についてお話ししてきました。これらは、私の中ではもっとも重要な3要素です。個人的な好みを言えば、ダイナミックレンジが大きく、ヘッドルームのキャパシティも十分あり、音の芯もあるという条件が理想的です。更にこれらの要素以外にも、物理的なプレイヤビリティ、十分なサスティン、繊細なタッチの変化が音色にしっかり反映されるということは、絶対に外せない条件です。というのも、私はギターで様々な“表現”をしたいという考えがあるからです。だからこそオールマイティにいろいろ表現できる、どんな弾き方にも対応できるギターを求めています。

  　そう思っていろいろ探していたら、2年前、そういった様々な条件に合う1本に偶然出会うことができました。ですが、出会ったまでは良かったのですが、物凄く弾くのが難しい。タッチの変化がサウンドに敏感に反映されるということは、裏を返せばミスタッチや雑なプレイも顕著に反映されるということです。サスティンが長いということは、裏を返せば確実にミュートしながら余分な音をそぎ落として演奏しなければならないということ。ダイナミックレンジが大きいということは上から下まで幅広い表現を可能にしますが、鳴らしきるために踏み込む大胆なタッチと繊細な弱音を、広くなって細分化されたレンジの中で自在に使い分けていかなければならないということなのです。そういうわけで物凄く難しいギターでしたが、まさに表現のための楽器であるということも強く感じました。

  

  　最終的にトータルで考えてみたときに、弾きやすさを考慮したギターを選ぶのも正解だと思いますし、逆に扱いの難しい修行みたいなギターをあえて選ぶのも正解だと思います。極端に言えば、鳴らしやすくて強弱や音色の変化をつけづらいギターがあったとして（コンプレッサーがかかったように、音が全て均されてしまうギター）、そういったギターは確かに表情豊かな幅広い演奏はできませんが、タッチが弱い方や、なかなかピッキングが安定しない方にとっては、かなり効果的な武器とも捉えることができます。ヘッドルームが狭かったり芯がなくてペチペチッとなってしまうギターでも、歌のバッキングでリズム楽器として活用したいとか、そういうニュアンスをアクセントとして多用していきたい人には、それはそれで間違ってはいない選択だと思います。大切なのは、自分がいちばん大切にしたい部分がそのギターにしっかり備わっているのかという点だったり、何かを得るために犠牲になる部分だったり（鳴らしやすさの代償としてキャパシティが失われたり）、そういった部分を把握しておくことなんじゃないかと思います。これはチューンナップの際にも大切で、弾きやすさだけでなく出音にどんな変化がでるとか、そういうことを考えることが必要だと思います。例えば弦高を下げれば当然、単純なプレイヤビリティは向上しますが、ダイナミックレンジは減少してしまいますよね。これはあまりにも大きな代償だということを理解しましょう。

  　上手な例が思い浮かびませんが、良く耳にするのは自動車で、ギターも一緒で軽トラックからF1マシンまで様々なんですよね（笑）弘法筆を選ばずとはよく言ったもので、確かに熟達したドライバーは軽トラックを美しく乗りこなすでしょうが、それはどこまでいっても軽トラックですよね。スペシャリストほど道具にはこだわり、そのポテンシャルを極限まで発揮させていく必要があると思います。なんだかよくわからない例になってしまいましたが、とにかくいろんなギターがあるので、今回お話ししたいろんな要素から考えて、自分に合ったもの、或いは自分に厳しく「ちょっと現段階では完全に扱いきれないけれど、いつかそのポテンシャルを引き出してやるぞ！」と思えるものなんかをチョイスすると、ギターがぐ～んと楽しくなるんじゃないでしょうか。あとは、見た目というのもある意味では大切ですね（笑）

  　因みに、使っているギターに影響されたり、育てられるというフィードバックの部分は絶対にあると思うので、そういうところを狙ってギターを選んだりするのもひとつだと思います。

  

  　さて、今回は楽器についてお話ししましたが、いかがだったでしょうか。今後の楽器選びはもちろん、今お使いの楽器をもう一度見つめ直してみる意味でも、楽器の癖や特性、プレイとの兼ね合い、自分が楽器で何を表現したいかなど、いろいろ考えてみてください。

  　今回のコラムはひとまずここまでです。次回も楽しみにしていてくださいね！


  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。フィンガースタイルギタリスト。多彩な奏法を駆使し、様々な情景、感情、物語などをギター1本でありありと表現する。色彩感溢れるその豊かな音色は、聴く者を色とりどりの世界へと誘う。

  2012年、モリダイラ楽器主催全国規模フィンガーピッキングコンテストにて優秀賞を受賞。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  2013年、同コンテストにて優秀賞、オリジナルアレンジ賞、葉山ムーンスタジオ賞 (オーディエンス賞)の三冠を受賞。

  2014年、自身初となるフルアルバム『85.』を葉山ムーンスタジオレーベルよりリリース。

  アコギソロでライブ活動を展開。ライブやイベントの出演に加え、ラジオ番組への出演やパーソナリティとしての活動、楽曲提供、バレエコンサートとのジョイント、アート作品展とのコラボレーションなど、他分野に渡って精力的に活動を展開。


  



  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  Kalamazoo Oriole KGN-32　1940年代製

  

  

  [image: ]

  

  　寒い日が続いており、巷では風邪も流行っているようです。

  　気を付けていきたいものです。当店も乾燥対策で、スチームタイプの加湿器を２台増設しました。

  楽器には乾燥は人間以上に大敵なのです。

  

  　本日紹介するのは、1940年代製　Kalamazoo Oriole KGN-32 です。

  　縁があるギターというものはあるものです。前職時代、６年程前だと思いますが、オハイオのヴィンテージギターショーで買い付けたもので、その後すぐにあるお客様にお買い求めいただいたのですが、このたび当店に戻ってきました。

  凄く珍しいギターであったこと、綺麗で楽器自体にオーラがあったこと、価格交渉が大変だったことから、買い付けた時の記憶は鮮明に残っています。
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  　1940年〜42年の間に極少数しか作られていない非常にレアなギターです。Orioleとはアメリカ東海岸のメリーランド州に生息するコウライウグイス族の鳥で、大リーグのチームであるボルチモア・オリオールズの名前にも使われています。ギターのヘッドにオリオールのデカールが貼られており、当時同じ色合いで同じデカールの貼られた、フラットトップのギターも発売されていたので、この黄色みがかったカーリーメイプルサイドバックのシリーズを一時期オリオールシリーズとして製作していたようです。
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  　ナット幅43mmで、ナット材はエボニーです。628mmスケールで、ギブソンL-50などと同じサイズ感です。ペグをWeverly 1129に交換してあり、ヴィンテージの雰囲気を壊さずにスムーズで精度の高いチューニングが出来ます。フィッシュマンのブリッジ駒一体型のピックアップARCHTOP GUITAR PICKUPが搭載されていますので、即ライブでの対応が可能です。
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  　スプルース単板トップ、カーリーメイプル単板のサイドバックです。マホガニーのUシェイプネックは程よい厚みです。オリジナルピックガードが綺麗に残っている点は、かなり嬉しいポイントです。

  

  　ブルージーかつジャジーで、歯切れが良いカッティングが出来ますが、フィンガーピッキングをすると甘く優しい音色も出せます。

  

  多分同じ機種のギターに出会うことは無いんだろうなと感じています。
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  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。

  

  [image: ]



  [広告]"ソロギターの日"スペシャルコンサート2015
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  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇イベント情報◇◇

  

  4月12日（日）

  『 指弾きの日 Live Vol.4 Tokyo ~ A Day of Fingerpicking~ 』

  

  東京　下北沢　Com.cafe 音倉

  http://www.otokura.jp/index.php

  

  OPEN　11:30　START 12:00

  CHARGE ￥2600(要別途１ドリンク代￥500)

  

  出演：

  西山隆行　　　　http://www.musictail.net/nishi

  エバラ健太　　　http://ebarakenta.com/

  さらさ　　　　　http://duosarasa.jp/home.html

  井草聖二　　　　http://www.igusaseiji.com/

  矢後憲太　　　　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com/

  まるやまたつや　http://tatsuyamaruyama.tumblr.com/

  

  メール予約：musictail@me.com

  

  お店に予約　電話 : 03-6751-1311

  

  

  Acoustic Guitar World Presents

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  

  出演：吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  　　　住出勝則　http://www.masasumide.com

  　　　西村　歩　http://www.ayumusic.com

  　　　西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　井草聖二　http://www.igusaseiji.com

  

  5/16(土)開場17:00　開演17:30

  

  会場：すみだトリフォニーホール小ホール

  〒130-0013 東京都墨田区錦糸1-2-3

  http://www.triphony.com/

  ・JR総武線「錦糸町駅」北口より、徒歩5分

  ・東京メトロ半蔵門線「錦糸町駅」3番出口より、徒歩5分

  ・都営バス「錦糸町駅」下車 徒歩5分

  

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  

  ■チケット発売方法■

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　 Pコード：256238

  　　 　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.ds?eventCd=1506103

  　 　　携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1506103

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1506103

  　★イープラス

  　　　 http://sort.eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002148728P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売 http://lastguitar.com

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  

  

  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  2/28（土）大阪・桃谷「Acoustic Live Cafe Anie」

  Aki Miyoshi　ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  4/11（土）大分・大手町「カンタループ２」

  出演　Aki Miyoshi & Goh Kurosawa

  詳細後日発表

  

  4/12（日）福岡「Space Terra」

  出演　Aki Miyoshi & Goh Kurosawa　Soushi Kaido(パーカッション）

  Open15:00 Start15:30

  料金2,000円

  お問い合わせ (要drinkOrder)

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  2/22(日)大阪・高槻「JK's BIRD」

  Open10:00

  【出演】　

  11:00 瀬川秀和 Vocal

  11:50 ナカシオン

  12:40 遠藤真理子 sax　北脇久士 guitar　鈴木泰徳　cajon

  13:30 小柳淳子 vocal　中山瞳 piano

  14:20 東雲真理 vocal　箕作元総 guitar

  15:10 REIKO violin　愛川聡 guitar

  16:00 藤村麻紀 vocal　西田まこと guitar

  16:50 ISA jamming vocal　生島大輔 bandoneon　坂田慶治 bass

  17:40 市川芳枝 vocal　小松竜吉 sax　久井康次 guitar

  【料金】　4.000円

  【お問い合わせ】 072-676-3661

  

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  3/7（土）東京・渋谷「TK BAR」

  井草聖二×伍々慧ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円

  完売しました

  

  4/12（日）東京・下北沢「Com.cafe 音倉」

  『 指弾きの日 Live Vol.4 Tokyo ~ A Day of Fingerpicking~ 』

  出演：西山隆行、エバラ健太、さらさ、井草聖二、矢後憲太、まるやまたつや

  OPEN　11:30　START 12:00

  CHARGE 2,600円(要別途１ドリンク代500円)

  メール予約：musictail@me.com

  お店に予約　電話 : 03-6751-1311

  Com.cafe 音倉

  http://www.otokura.jp/index.php

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  2/20(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円（２ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  【GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12】

  小川倫生（ギター）伊藤賢一（ギター）　ゲスト：竹内いちろ（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  2/22(日)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open16:30 Start17:00

  チャージ2,700円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/top.html

  

  3/7(土)東京・上落合「リトルボニー」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ1,000円

  

  3/13(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,970円（1ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  3/14(土)東京・新宿「伊藤賢一　ギター教室」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円(コーヒーとお菓子付き)

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  4/26(日)東京・新宿「伊藤賢一　ギター教室」

  田野崎文＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円(コーヒーとお菓子付き)

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  5/15(金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ ０３ー３３５３−４６５５

  

  5/21(木)北海道・札幌「Jack In The Box」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start19:30

  チャージ1,500円(別途オーダー)

  お問い合わせ http://plaza.rakuten.co.jp/bosca/

  

  5/22(金)北海道・札幌「古本とビール　アダノンキ」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open19:30 Start20:00

  チャージ2,000円(1ドリンク付)

  お問い合わせ ０１１−８０２−６８３７

  

  5/25(月)北海道・小樽「なまらや」

  浜田隆史＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ ０１３４−６１−７９３０

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  2/28(土)山口・周南「Live house Gumbo」

  打田十紀夫 ～春のソロライヴ・ツアー2015～

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（要１ドリンクオーダー）

  

  3/1(日)広島・福山「福山ロックセンター」

  打田十紀夫 ～春のソロライヴ・ツアー2015～

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円 　当日3,500円（１ドリンク付き）

  

  3/3(火)島根・松江「AZTic canova」

  打田十紀夫 ～春のソロライヴ・ツアー2015～

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円 　当日3,000円（ドリンク別）

  

  3/4(水)鳥取「Bar Matchbox　」

  打田十紀夫 ～春のソロライヴ・ツアー2015～

  O.A.：みよこIzumi

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（要１ドリンクオーダー）

  

  3/7(土)岡山・総社「スタジオ・ザ・ブーン」

  打田十紀夫＆土師剛 ジョイント・ライヴ

  Open17:30 Start18:00

  前売3,200円 　当日3,500円

  

  3/8(日)兵庫・神戸「アップルギターズ」

  打田十紀夫 ～春のソロライヴ・ツアー2015～

  ゲスト：土師剛

  Open14:30 Start15:00

  料金3,500円

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  2/20(金)岡山・笠岡「 萌 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Start20:00

  料金2,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0865-63-0511

  

  3/6(金)東京・曙橋「 バックインタウン 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円（要フード、ドリンクオーダー）

  お問い合わせ TEL 03-3353-4655（15:00〜、日曜日定休）

  メールによるご予約はこちらまで：

  backintown@nifty.com

  

  3/14(土)群馬・中之条町「ふるさとセンターつむじ 「つむじハートークvol.6」 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Start16:00

  料金3000円（要フード、ドリンクオーダー）

  お問い合わせ 富沢まで 090-5505-0222

  

  3/15(日)群馬・高崎「 青春の詩 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金4,000円（1ドリンクおつまみ付き）

  お問い合わせ 027-333-2847

  

  3/21(土)静岡・沼津「 Malt Cat's 」

  倫典バースデーパーティーライブ

  オープニングアクト：たかいのもへじ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,500円（税込1ドリンク付）

  終演後、バースデーパティーあり（別途必要2,500円〜3,000円予定）

  お問い合わせTEL 055-962-0425

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  2/20(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円（２ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  【GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12】

  小川倫生（ギター）伊藤賢一（ギター）　ゲスト：竹内いちろ（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  2/22(日)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open16:30 Start17:00

  チャージ2,700円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/top.html

  

  3/8(日)栃木・宇都宮「カランコロン」

  ゆめのまち音楽会 Vol.８

  小川倫生ギターソロライブ

  Open17:30 Start18:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ028-637-5420

  

  3/14(土)栃木・宇都宮「カランコロン」

  セント・パトリックス・デー・ミュージック・ナイト

  出演：小川倫生

  Open17:45 Start18:00演 （終演は19:00ころ）

  チャージ 無料（当日先着順　定員30名）

  お問い合わせ妖精ミュージアムTEL: 028-616-15

  

  3/15(日)栃木・宇都宮「市民ギャラリー」

  小松崎健・小川倫生ジョイントライブin宇都宮

  Open15:00 Start15:30

  チャージ2,500円円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ TEL: 028-683-2076

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  4/5（日）大阪「NHK大阪ホール」

  日越友好コンサート ミー・タム＆押尾コータロー"Dreaming Together in Osaka"

  〔出演〕ミー・タム　押尾コータロー

  開場17:30　開演18:00

  前売6,000円〔全席指定/税込〕　当日6,500円〔全席指定/税込〕

  ※ファンクラブ先行予約があります。会員の方には郵送でお送りいたしますので

  そちらからお申込ください。

  チケット発売所

  ◇チケットぴあ0570-02-9999　Pコード252-008

  ◇ローソンチケット0570-084-005　Lコード59834

  ◇イープラス　http://eplus.jp/

  ◇モバイルサイトグリーンズチケット　http://www.greens-corp.co.jp/

  1/31(土)

  グリーンズ　06-6882-1224（平日11:00-19:00）

  

  5/10（日）東京「東京文化会館 大ホール」　

  小原 孝　ピアノリサイタル　-ＣＤデビュー25周年記念演奏会-

  〔出演〕ピアノ:小原 孝　　指揮者:曽我大介　オーケストラ:東京フィルハーモニー交響楽団

  〔ゲスト〕押尾コータロー

  開場14:30 開演15:00

  〔料金〕SS席9,800円 / S席7,500円 / A席6,000円 / B席4,500円（全席指定/税込）

  　　　　※未就学児童のご入場はできません。

  東京音協：03-5774-3030（平日10:00-17:30）

  http://www2.odn.ne.jp/~cau57200/

  

  5/17（日）東京・有楽町「東京国際フォーラム ホールＣ」

  DEPAPEPE メジャーデビュー10周年 「Let's Go!!!　DEPAPEPE超大感謝祭！！」

  〔出演〕DEPAPEPE　　〔ゲスト〕押尾コータロー

  開場16:00　開演16:30

  5,550円（全席指定/税込）

  学生以上有料／未就学児無料

  ※但し、座席が必要な場合はチケット必要・学割アリマス　

  高校生以下当日、学生証持参で500円キャッシュバック

  ◇ファンクラブ先行予約があります。

  お申込み方法の詳細は、ファンクラブページをご覧ください。

  ファンクラブ会員の方はそちらからお申込みください。

  （郵送でのご案内はございませんので、ご注意ください）

  2/7（土）

  ディスクガレージ 050-5533-0888

  http://www.sonymusic.co.jp/Music/Info/depapepe/

  

  5/31（日）大阪「SAYAKAホール　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015

  開場17:00 開演17:30

  〔料金〕5,000円（全席指定/税込）

  ※6歳未満の方のご入場はご遠慮ください。

  〔チケット発売所〕

  ◇SAYAKAホール 072-365-9590（10:00-21:00 火曜を除く）

  ※窓口営業時間9:00-21:00

  ◇オンラインチケット（CNプレイガイド）http://www.sayaka-hall.jp/

  ◇ローソンチケット（Lコード:57775）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:250-820）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp
 【ファンクラブ先行予約について】

  ファンクラブ先行予約の受付があります。（受付期間 1/19-1/26）

  申し込み詳細などはファンクラブページにて発表いたしますので

  しばらくお待ちください。

  ※郵送によるご案内はございませんのでご注意ください。

  2/7（土）

  SAYAKAホール 072-365-8700

  http://www.sayaka-hall.jp/

  

  

  ■川畑トモアキ　http://batarou.blog4.fc2.com

  

  2/22(日)兵庫・元町「theater jazzy」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円＋ドリンク別途 席代300円別

  お問い合わせ http://nanos.jp/theaterjazzy/

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  2/21(土)大阪・江坂「ドルフィンギターズ」

  岸部眞明 インストアライブ

  Open19:30 Start20:00

  入場料2,500円

  お問い合わせ　http://www.dolphin-gt.co.jp/events/event.php?id=225

  

  4/1(水)愛知・名古屋「Live Bar U-re」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）　

  お問い合わせ　U-ree　Tel ０５２−４５３−７３３７

  

  4/2(木)神奈川・日吉「日吉Nap」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）　

  お問い合わせTEL : 045-561-8872（16：00〜23：00）

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  

  4/3(金)東京・曙橋「 BACK IN TOWN」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,240円（ご飲食別）　

  お客様には1ドリンク＋1フード以上のオーダーをお願いしています。

  お問い合わせhttp://homepage3.nifty.com/backintown/ 　　　

  もしくは 電話予約 TEL03-3353-4655 でお申込下さい。

  

  4/5(日)埼玉・南浦和「 宮内家」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open17:30 Start18:30

  料金3,240円（ドリンク別）

  お問い合わせ048-788-6033

  

  4/18(土)大阪・高槻「Music Square 1624 TENJIN」

  住出勝則＋岸部眞明

  ～ソロギターでバラードを聴く夜～

  Open18:00 Start19:00

  ※整理番号順入場・自由席

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ072-691-1624

  

  4/19(日)香川・高松「RUFFHOUSE」

  住出勝則＋岸部眞明

  ～ソロギターでバラードを聴く夜高松編～

  Open17:30 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ （087）835-9550

  

  4/25(土)広島「オーティス」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ 082-249-3885

  

  4/26(日)岡山・倉敷「音楽館」

  岸部眞明 ソロライブ

  オープニングアクト　高尾和樹

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ http://ww3.tiki.ne.jp/~t-yagi/

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  2/21(土)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ at Uncle Jam

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ アンクルジャム 0798-64-5405

  

  3/7(土)東京・渋谷「TK.Bar」

  井草聖二×伍々慧ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円当日3,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせ TK Bar 03-6427-6234

  

  3/8(日)千葉「iijima coffee」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open15:30 Start16:00

  前売2,500円当日3,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせiijima coffee 047-455-3242 もしくは iijima.coffee.01@gmail.com

  

  3/22(日)愛知・一宮「Denpo G Studio」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,300円

  お問い合わせhttp://denpo-g-studio.com/mail.html

  

  4/4(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院・DENホール」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ 濱名den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  2/22(日)埼玉・川越「小江戸蔵里」

  坂元昭二　酒蔵コンサート　in 小江戸・川越

  Open14:00 Start14:20

  料金2,500円※45名様限定

  お問い合わせ Tel. 070-5020-7262 （オフィスディセンバー）

  E-mail　december@december.co.jp

  

  3/6(金)岡山・津山「フォーク酒場　たる　」

  坂元昭二ギターコンサート　～風のとまり木～

  地元OA：堀田一郎　

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円　当日3,500円※ドリンク別

  お問い合わせTel. 0868-32-9322（たる）

  

  3/7(土)岡山「FOLK SPOT キングサーモン」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open16:00 Start16:30

  料金2,500円※ドリンク別　　※要予約

  お問い合わせ 086-221-2303（キングサーモン）

  

  3/8(日)高知「PARADIGM」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open15:30 Start16:00

  料金3,000円※ドリンク別

  

  3/27(金)山口「Gumbo（ガンボ）」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円※ドリンク別

  お問い合わせ Tel. 0834-31-1051　Gumbo 寺本

  

  3/28(金)福岡・博多「金太郎」

  坂元昭二フォークミーティング&ライブ　

  Open16:30 Start17:00

  料金未定

  お問い合わせTel. 090-9722-4696（益田）

  E-mail：hiromitsu0305@gmail.com

  

  4/10(金)宮崎「ライブハウス　絃」

  「偽井戸」ワンマンライブ　（谷やん谷口 尚＆坂元 昭二）

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円

  お問い合わせ http://www1.bbiq.jp/livehouse-gen/

  

  4/11(土)宮崎・都城「うたたねこ」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円※１ドリンク、クレープ付

  お問い合わせ Tel. 0986-36-7009（宮下）

  E-mail　december@december.co.jp　（オフィスディセンバー）

  

  4/12(土)鹿児島・鹿屋「ダマスクの風」

  坂元昭二ギター・コンサート in ダマスクの風　

  Open15:00 Start16:00

  料金2,200円※要１オーダー

  お問い合わせ Tel. 0994-46-5627　（ダマスク）

  E-mail: october1012wako@yahoo.co.jp

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  2/28(土)東京・水道橋「カフェ・ライン」

  下山亮平「Rainbow」発売記念ライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,500円

  お問い合わせ TEL 03-3262-4675

  

  3/1(日)兵庫・たつの市「Cafe Stationきしゃぽっぽ」

  下山亮平コンサート＠OpenG

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円＋1ドリンク

  お問い合わせ yossan@mh1.117.ne.jp（OpenG会長：吉田）

  ※本コンサートはサークル活動の一部を一般公開するものです。サークルメンバーが先に入室しておりますのでご了承下さい。

  

  3/28(土)青森・弘前「レストラン・パプリカ」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ 090－2975－1874（中村）

  　　　　　　　　0172-35-4450 （パプリカ）

  

  3/29(日)秋田「サントス」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Start18:00

  料金2,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせTEL 090 1828 6384（三田村）

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  3/8(日)長野・飯田「いろは亭」

  住出勝則ソロギター ライヴ！

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ 0265-52-0168

  

  3/28(土)石川・白山「Pon Polo Pooh FPホール」

  住出勝則＋南澤大介

  ～ソロギターで名曲を聴く夜　白山編～

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ 076-214-6236（主催：Pon Polo Pooh）

  

  3/29(日)兵庫・西宮「UNCLE JAM」

  ～Half & Half～

  オリジナルとカバー曲、仲よく“半分半分”でお届けします！

  出演：住出勝則

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  4/18(土)大阪・高槻「Music Square 1624 TENJIN」

  住出勝則＋岸部眞明

  ～ソロギターでバラードを聴く夜～

  Open18:00 Start19:00

  ※整理番号順入場・自由席

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ072-691-1624

  

  4/19(日)香川・高松「RUFFHOUSE」

  住出勝則＋岸部眞明

  ～ソロギターでバラードを聴く夜高松編～

  Open17:30 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ （087）835-9550

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  5/17(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  住出勝則

  Open16:30 Start17:30

  前売3,780円　当日4,320円（要１ドリンクオーダー）

  打ち上げパック：2,160円（希望者のみ・別途）

  お問い合わせ048-788-6033

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.14

  伊藤賢一（ギター）　ゲスト竹内いちろ（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  3/14(土)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.15

  十弦夢　見掛英治（ベース）竹内いちろ（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円　要予約１０名

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  3/21(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  4/4(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  野分　山崎のりこ（歌）　竹内いちろ（ギター、歌）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,300円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  4/11(土)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.16

  竹内いちろソロライヴ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円　要予約１０名

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com または090-6095-6361

  

  4/25(土)三重・桑名「珈琲館はせ川」

  十弦夢　見掛英治(ベース） 竹内いちろ(ギター)

  Open18:00 Start19:00

  前売1,500円　当日1,800円(F/D別)　

  お問い合わせ　電話０５９４－２３－３２３３

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  2/21(土)京都「Kenny's Country Music Station」

  出演：J.Breeze、永富研二とテネシーファイブ、OHIO WINDS (豊田渉平&田中彬博)

  Start19:15

  料金3,000円（2drink付）

  お問い合わせ 075-451-3797（Kenny's）

  

  4/12(日)兵庫・西宮「苦楽園 遊楓亭」

  〜お茶とマカロンとギターの調べ vol.2〜

  Open14:00 Start15:00

  料金3,000円(お茶とマカロン付き)　

  お問い合わせ yuuhuutee@gmail.com

  または Tel: 0798-77-0415 (遊楓亭 浅尾) まで

  

  4/25(土)富山「カフェカプリ」

  “田中彬博 ソロギターライブ in カプリチョ”

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円(1ドリンク付き)　

  お問い合わせ Tel : 076-442-7216 (カプリチョ)

  または Tel: 090-9443-2565 (カプリチョ 唐牛) まで

  

  5/15(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  田中彬博 ソロライブ in 宮内家

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ048-788-6033

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  

  2/21(土)京都「Kenny's Country Music Station」

  出演：J.Breeze、永富研二とテネシーファイブ、OHIO WINDS (豊田渉平&田中彬博)

  Start19:15

  料金3,000円（2drink付）

  お問い合わせ 075-451-3797（Kenny's）

  

  3/21(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  3/25(水)埼玉・南浦和「宮内家」

  豊田渉平＆KAI

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円(1ドリンク付)

  お問い合わせ Tel:048-788-6033

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2015/02/20（金）

  【福岡県福岡市】

  会場：御縁屋

  （福岡県福岡市中央区天神3-5-12）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092-781-1815

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,500円（要ドリンクオーダー）

  

  2015/02/21（土）

  【熊本県宇土市】

  会場：cafe rest pocket

  （熊本県宇土市新松原町49-3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0964-23-5347

  開場／18：00　開演／19：00

  料金：前売2,000円　当日2,500円

  

  2015/02/22（日）

  【鹿児島県】

  オープニングアクト：迫田章吾、O次郎

  会場：Live HEAVEN

  （鹿児島県鹿児島市東千石町3-41）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：099-227-0337

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：前売2,300円　当日2,800円（要1ドリンクオーダー）

  

  2015/03/11（水）

  【大阪府】

  会場：Acoustic cafe Anie

  （〒543-0043　大阪市天王寺区勝山4-5-9）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：06-4305-0772

  開場／18：30　開演／19：30

  料金：2,500円（ドリンク別途オーダー）

  

  2015/03/13（金）

  【福井県】

  会場：Bar jake

  （福井市順化一丁目10-9ドリームタウン2F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-4167-2735

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,000円（別途1ドリンクオーダー）

  

  2015/03/14（土）

  【富山県】

  会場：カプリチョ

  （富山市永楽町22－18）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：076－442－7216

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/03/15（日）

  【石川県】

  会場：ポンポロプー「F&Pホール」

  （石川県白山市中町30）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：076-214-6236

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：前売2,000円　当日2,500円

  

  2015/03/18（水）

  【兵庫県】

  会場：アンクルジャム

  （兵庫県西宮市甲子園口3-15-9 秋津州ビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0798-64-5405

  

  2015/03/19（木）

  【岐阜県】

  会場：焙煎香房　ufu CAFE

  （岐阜県各務原市鵜沼朝日町1-269-1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-4404-7385

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/03/20（金）

  【三重県】

  会場：ドレミファといろは

  （三重県四日市市安島2丁目3-3　交邦ビル2階　右手前）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  ■お問い合わせ（橋本ゴウ）

  doremifatoiroha@hotmail.co.jp

  開場／18：30　開演／19：30

  料金：2,000円（+ワンオーダー）

  

  2015/03/21（土）

  【奈良県】

  会場：Acoustic Live bar Billy

  （奈良市大宮町６丁目７－１）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0742-36-4350

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,500円（別途ドリンクオーダー）

  

  2015/03/23（月）

  【愛知県名古屋市】

  会場：Art&Music Space 源

  （名古屋市千種区春岡1-11-8）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：052-751-2550

  開場／18：50　開演／19：30

  料金：前売2,800円　当日3,000円

  

  2015/04/10（金）

  【北海道旭川市】

  会場：伊太利庵

  （〒0700035 旭川市5条7丁目フードテラス1階）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0166-25-6256

  

  2015/04/11（土）

  【北海道札幌市】

  会場：BOSTON CLUB

  （札幌市中央区南5西3　大松ビル6F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：011-512-4939

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（要1ドリンク500円オーダー）

  

  2015/04/12（日）

  【北海道美唄市】

  アルテの四季コンサート 2015 春

  【出演】 池田聡 、西村歩

  【日時】 2015.4.12（日）

  開場14:30 開演15:00

  【会場】アルテピアッツァ美唄アートスペース

  【料金】 大人3000円 学生1000円 ※未就学児童 無料

  【チケット】2月12日木曜日より発売開始

  【チケット発売所】

  《店頭販売》セブンイレブン美唄大通り北店、アルテピアッツァ美唄、

  《電話予約、取置き》プレシャス 0126-62-5368（10:00〜18:00）

  ※学生の方は当日会場受付で学生証提示で2000円返金させていただきます。

  《アクセス》交通アクセス

  ●札幌より車の場合

  道央自動車道利用で札幌JCTより35分、新千歳空港より60分

  美唄IC下車、右折後、道道美唄炭山線を1.7km （約5分）

  ●札幌より電車の場合

  JR函館本線 特急にて34分、

  美唄駅前よりバス20分

  •アルテピアッツァ美唄HP

  http://www.artepiazza.jp/

  【問い合わせ】 プレシャス （0126-62-5368）

  mail: takashiom18@gmail.com

  【主催】 アルテの四季コンサート実行委員会

  

  2015/04/15（水）

  【東京都】

  会場：K2 studio

  （東京都調布市仙川町1-27-24 K2ビルディングB1F

  アクセス／京王線仙川駅徒歩2分）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：03-5314-9974

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円（別途ドリンクオーダー）

  

  2015/04/18（土）

  【神奈川県逗子市】

  会場：渚小屋

  （神奈川県逗子市新宿1-4-7 黒門カルチャーくらぶ内）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：046-871-9290（黒門カルチャーくらぶ 担当：村岡恵美子）

  

  2015/04/19（日）

  【埼玉県】

  会場：宮内家

  （埼玉県さいたま市南区南本町2-3-8志賀パレスビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：048-788-6033　営業時間18:00～22:00

  

  2015/05/15（金）

  【東京都】

  会場：ドルフィンギターズ恵比寿店

  （東京都渋谷区恵比寿西1-10-8 本間ビル4Ｆ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：03-6415-3580（ドルフィンギターズ恵比寿店）

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,200円

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  

  ■西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  

  2/24(火)群馬・前橋「アルキロコスカフェ」

  「毎月２４日は にっしーの日Live in 群馬県！！！ with goh」

  出演：西山隆行、goh

  Start20:00

  カンパ制（投げ銭形式）＋オーダー

  お問い合わせ　http://www.archilochus.jp/

  

  3/24(火)山口・周南「Live house Gumbo」

  『毎月２４日は にっしーの日 Live in 山口県！！！（ギターレッスン付）』

  出演：西山隆行（アコースティックギター）

  Open19:00 Start20:00

  カンパ制（投げ銭形式）＋オーダー

  ※ライブ後にアコースティックギターの初心者〜中級者向けのセミナー有。

  お問い合わせ lelession@gmail.com

  Gambo：0834-31-1051

  

  4/12（日）東京・下北沢「Com.cafe 音倉」

  『 指弾きの日 Live Vol.4 Tokyo ~ A Day of Fingerpicking~ 』

  出演：西山隆行、エバラ健太、さらさ、井草聖二、矢後憲太、まるやまたつや

  OPEN　11:30　START 12:00

  CHARGE 2,600円(要別途１ドリンク代500円)

  メール予約：musictail@me.com

  お店に予約　電話 : 03-6751-1311

  Com.cafe 音倉

  http://www.otokura.jp/index.php

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  5/31(日)大阪・本町「Mrs.Dolphin」

  『祝６０才 Tommy Emmanuel 還暦おめでとう！！！from Japan』

  〜夢と、希望と、愛と最高のギターを教えてくれた、Tommyに〜

  出演者：西山隆行（東京）

  　　　　小林寛明（福井）

  　　　　大田英晶（名古屋）

  　　　　吉田昴央（札幌）

  　　　　Gareth Barnes（横浜）

  　　　　森川敏行（広島）

  　　　　KOYUKI（大阪）

  Open13:00 Start13:30（終了予定１７時）

  参加費4,000円＋１ドリンク

  予約：musictail@me.com

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  2/18(水)東京・下北沢「Little Bergen (リトルベルゲン)」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／潮田 和也（ギター）

  Start19:30

  料金2,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 070-5581-7581（リトルベルゲン）

  

  2/19(木)埼玉・南浦和「宮内家」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／南澤 大介（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,700円（要別途オーダー）

  お問い合わせ 048-788-6033（宮内家）

  

  2/20(金)東京・町田「万象房 」

  「打田十紀夫＆浜田隆史　Blues & Ragtime」

  出演：打田 十紀夫（ギター）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（ワンドリンク込み）

  お問い合わせ http://musictown2000.sub.jp/banshowboh/

  

  2/21(土)静岡・賀茂「ヴォイジャーギターズ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／藤原 シゲトシ（ギター、スライド）

  Start12:30

  料金　軽食、ドリンク代500円＋ミュージックチャージ（投げ銭）

  お問い合わせ　未定

  

  2/22(日)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:20 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  2/24(火)大阪「cafe なかちよ 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／Yousei（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（食事つき）

  お問い合わせ tel : 072-624-1980（お店） ／予約：youse.s@hotmail.co.jp

  

  2/25(水)大阪・枚方「池田珈琲」

  浜田 隆史（ギター、歌）／ゆあさ まさや（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別）

  お問い合わせTel & Fax: 052-751-2550（お店）

  

  2/26(木)大阪・桃谷「 Acoustic Cafe Anie 」

  浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別途）

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  2/27(水)岡山「音楽空間 ORiON」

  浜田 隆史（ギター、歌）／masaki μ（ギター）／Souls Fly（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（ドリンク別途）

  お問い合わせ tel : 080-6313-6966（お店）

  

  2/28(土)兵庫・姫路「みんと」

  浜田 隆史（ギター、歌）／岡本 靖朗（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金1,500円（当日1,800円）

  お問い合わせTel : 090-6604-7653（みんと）

  

  3/7(土)北海道・札幌「SAMMI MUSIC 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ Tel : 090-8708-6491

  

  3/8(日)北海道・札幌「Jack in the Box」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start15:00

  料金1,500円

  お問い合わせ 011-736-7736（ジャックインザボックス）

  

  3/22(土)北海道・札幌「カフェふらっと」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／佐藤 洋一（クラシック・ギター）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ tel :011-590-1080（お店）

  

  4/14(火)東京・水道橋「ふらっとんTIMES 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／堀尾 和孝（ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  予約3,000円 当日3,500円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-5840-8466（ふらっとんTIMES）

  

  4/15(水)東京・幡ヶ谷「36°5」

  Dakota Dave Hull （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-5351-3605（36°5）

  

  4/16(木)埼玉・南浦和「宮内家」

  Dakota Dave Hull （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円 （１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 048-788-6033（宮内家）

  

  4/17(金)大阪・梅田「三木楽器梅田店」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円

  お問い合わせ 06-6361-2211（代）＊毎週水曜定休日

  

  4/18(土)大阪・なんば「Music Bar S.O.Ra」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせ 06-6644-9292 (JOYFUL NOISE)

  

  4/19(日)奈良「マービンズ 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open13:30 Start14:00

  料金2,500円 （飲食代別要）

  お問い合わせ090-7496-7843 (仲谷)

  

  4/22(水)奈良・五條市「My Dream 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.mapion.co.jp/phonebook/M02047/29207/0747223226-001/

  

  4/23(木)三重・四日市「ガリバー 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせ　059-346-7321(お店)

  

  4/24(金)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:50 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせTel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  4/25(土)岐阜・中津川「鼓土里座（ことりざ） 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  4/28(火)北海道・札幌「ジェリコ 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open14:30 Start15:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　Tel : 011-231-2529（ジェリコ）hararie10@jcom.home.ne.jp

  

  4/29(水)北海道・小樽「ジェリコ 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open14:30 Start15:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ

  

  5/25(月)北海道・小樽「一匹長屋」

  出演：伊藤 賢一 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ Tel: 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  3/27(金)神奈川・横浜「club Lizard YOKOHAMA 」

  KAMINARI GUITARS Presents アコースティック・ソロギターの調べ

  出演：松井祐貴、okapi

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（ドリンク代別）

  お問い合わせ http://yuki-matsui.com/ticket.html

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  3/7(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  やごの日ライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,600円(１ドリンク付）

  お問合せ：048-788-6033

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  2/21(土)北海道・紋別「紋別まちなか芸術館 1F 多目的ホール」

  SOLO Live＠紋別まちなか芸術館 1F 多目的ホール

  出演：吉川忠英

  Open18:00 Start18:30

  一般2,000円　高校生以下1,000円

  お問い合わせ 0158-23-6551 (山本)

  

  2/22(日)北海道・紋別「cafe日和 キキトキ(橋本写真館)」

  SOLO Live＠興部町[cafe日和 キキトキ(橋本写真館)]

  出演：吉川忠英

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円(１ドリンク付)

  お問い合わせ 0158-82-2447

  

  2/28(土)東京・下北沢「ラウン」

  SOLO Live＠下北沢 [ラウン]

  出演：吉川忠英

  Open18:00 Start19:00

  料金3,500円＋1ドリンクオーダー(500円)

  お問い合わせラウンTel.03-6407-1919／090-7018-0660

  

  3/6(金)長野・千曲「木の花屋千曲本店」

  SOLO Live＠木の花屋千曲本店

  出演：吉川忠英

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付）

  お問い合わせ 木の花屋本店 Tel.026‐274‐3001（宮城）

  

  3/7(土)長野・千曲「姨捨山　長楽寺」

  長楽寺満月ライブ＠姨捨山[長楽寺]

  出演：吉川忠英

  Open17:30 Start18:00

  ＊経費を除き、お布施となります。

  ＊18:00〜信州さらしな月の里唄の皆さんの踊りとさらしな棚田Bandさんの演奏があります。

  ＊18:30〜吉川忠英のギターライブ♪

  ＊19:30〜長楽寺奥様の手作りの夕食です。

  ＊お申し込みは…

  木の花屋本店 Tel.026‐274‐3001（担当：宮城）

  姨捨山 長楽寺 Tel.026‐273‐3578

  

  3/14(土)千葉・柏「Studio WUU」

  SOLO Live〜Natural Style〜 ＠柏 Studio WUU

  出演：吉川忠英

  Open17:00 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円＋ドリンク代　

  お問い合わせ　Tel.04-7164-9651

  

  3/20(金)東京・大森「風に吹かれて」

  SOLO Live＠大森[風に吹かれて]

  出演：吉川忠英

  Open18:00 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円（飲食別）

  お問い合わせ03-3763-6555

  Email :blowind0804@gmail.com

  

  3/21(土)東京・町田「万象房（Banshow-boh）」

  春分の日スペシャルライブ！ ＠町田[万象房(Banshow-boh)]

  出演：吉川忠英

  Open18:30 Start19:00

  料金3,500円（ワンドリンク付）

  お問い合わせ 万象房 042-851-8875

  

  4/12(日)山梨・甲府「桜座カフェ」

  吉川忠英LIVE＠甲府[桜座カフェ] ゲスト:神部冬馬

  ゲスト:神部冬馬 http://tomakambe.net/

  Open18:00 Start18:30

  前売3,500円　当日4,000円（小・中学生無料！父兄同伴）

  お問い合わせ TEL090-6155-9628

  MAIL：kofu@sakuraza.jp

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  2/22(日)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  ゲスト：初田悦子、アキドリ、池田安友子、上原周平

  Open18:00 Start18:30

  料金3,100円（なかちよご飯付き）

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  

  2/28(土)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　輝きホール」

  アルケミストがフルオーケストラでやってくる！～あの空コンサート～

  出演： アルケミスト / セントラル愛知交響楽団 / わたなべゆう（gt.） / 渡辺悠（vp）

  Open16:30 Start17:00

  チケット] 大人 2,800円 / 子供 1,000円 / 親子ペア 3,500円 （当日は各500円プラス）

  ※全席自由

  ※未就学児の入場はご遠慮ください

  ※車椅子席をご利用の方は予めご連絡ください。

  お問い合わせ http://www.voicerecords.net/t/

  

  3/1(日)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　響きホール」

  わたなべゆうアコースティックギターコンサート　～春の音色～

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　

  ゲスト：アルケミスト（歌＆ピアノ）　渡辺悠（ボイスパーカッション）

  Open12:30 Start13:00

  前売1,200円　当日1,500円※保護者（１６才以上）１名につき小学生以下のお子様２名まで無料でご入場できます。（小学生以下のお子様のみのご入場はご遠慮下さい。）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  3/5(木)大阪・京橋「実身美」

  わたなべゆうアコースティックコンサート　～食と音楽～

  Open18:00 Start18:30

  料金3,500円☆実身美の健康お弁当付き☆

  ・ご入場時にお弁当をお渡し致しますので、開演までお席でお召し上がり頂けます。

  ・定員は先着40名様となっております。お申し込みはお早めに^_^

  お問い合わせ 実身美京橋店 予約受付窓口 06-6353-9333

  店頭でもお申し込み頂けます^_^

  

  3/7(土)京都・長岡京「京都府長岡京市中央生涯学習センター」

  ～東日本大震災復興支援ライブ ～

  出演： ワライナキ／わたなべゆう

  Open18:30 Start19:00

  料金1,000円（小学生以上）

  ※未就学児の入場料は無料ですが、座席が必要な場合はチケットをご購入ください

  販売場所：ワライナキおよびわたなべゆうのライブ会場物販にて手売り販売中

  ※今年はインターネットやメールでの予約販売はございませんのでご注意ください

  ※この収益金から経費を除く全額を義捐金とさせていただきます


  主催：ワライナキ復興支援ライブ実行委員会　 http://warainakisupport.web.fc2.com/


  ～ワライナキと一緒に「夢見鳥」を歌いましょう！～


  練習日：（遅れる方、早く帰らなければいけない方など、調整出来るよう考慮して多く時間を取っています)

  ・一回目 ２０１５年２月１日（日) １１～１３時

  ・二回目 ２０１５年２月２１日(土) １９～２１時

  ・三回目 ３月７日（土）本番当日の １５～１７時


  場所：JR長岡京駅付近で考えています。後日お申し込み者へメールでご案内いたします。


  当日および練習日のどちらか一回参加出来る方(もちろん両日でもOK) 年齢は問いません（未就学児は保護者の方も一緒に参加してください) 歌う個所は全部ではありません(基本はサビ) みなさんには楽しんで歌っていただけるような簡単で素敵なコーラスをこちらで用意しますので安心して応募してくださいね！


  募集人数40人（先着順) 合唱団のお申し込みはワライナキチケット予約フォームからお願いします。 http://warainaki.com/ticket.html


  ※合唱団の参加費は無料ですが、復興支援ライブの入場チケットは別途必要です。ワライナキ及びわたなべゆうライブ会場物販コーナーのみでお求めください。


  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  3/8(日)滋賀・彦根「滋賀県立大学 交流センターホール」

  アコースティックギタリストわたなべゆう 絵本×音楽コンサート～マクの約束～

  Open14:30 Start15:00

  料金無料



  3/15(日)大阪・江坂「ESAKA MUSE」

  わたなべゆうワンマンライブvol.16 ～マクの約束～

  出演：わたなべゆう（ギター）　初田悦子（歌＆朗読）　アキドリ（歌）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）

  Open16:00 Start17:00

  前売3,300円　当日3,500円（ともに別途１ドリンク）

  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  絵本と音楽の作品『マクの約束』のコンサートの開催が決定！

  レコーディングに参加した多彩なゲストミュージシャンとともに創る新しい絵本と音楽のコンサートをぜひ体感しにきてください！

  

  3/21(土)22(日)大阪・鶴見緑地「咲くやこの花館　フラワーホール」

  咲くやこの花館25周年記念オープニング　～わたなべゆうアコースティックライブ～

  14:00〜15:00

  覧無料

  ※入場料が別途かかります。

  大人・大学生・高校生　500円

  中学生以下　無料

  ※障がい者手帳をお持ちの方は無料（要証明証提示）。

  ※大阪市内居住の65歳以上の方は無料（要証明証提示）。

  

  3/27(金)東京・町田「万象房」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ042-851-8875、またはwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  3/28(土)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open19:00 Start19:30

  料金2,200円

  お問い合わせ 03-6415-3580、またはwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  3/29(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『The Rose』～

  14:00〜16:00

  料金3,000円（１ドリンク付き） ※団体レッスンになります。

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  3/29(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円（別途１ドリンク）※ギターレッスンに参加された方は１ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  4/12(日)兵庫・神戸「Cicci Cocco Cafe」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円（ランチ付き、１ドリンク別途、税別）

  お問い合わせwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→０７８－４１２－２６２６

  

  4/22(水)大阪・寝屋川「アルカスホール」

  アルカスギャラリーコンサート　わたなべゆう そよ風プレリュード～爽やかなギターの音色～

  Open13:30 Start14:00

  前売700円当日1,000円※座席数に限りがあるため、お早めにお買い求めください

  ▼チケット取扱

  アルカスホール(電話予約可) 寝屋川市民会館

  

  7/4(土)大阪・寝屋川「アルカスホール」

  ～わたなべゆう10th anniversary concert～

  出演：わたなべゆう（ギター）、池田安友子（パーカッション）、上原周平（ベース）

  Open17:30 Start18:00

  一般2,800円　ペアチケット5,000円

  学生割引2,000円※当日学生証を持参下さい　小学生以下1,500円

  親子チケット（一般の方と小学生以下のお子様。）4,000円

  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  チケット発売日：３月１５日～


  活動１０周年を記念してのホールコンサートが決定！！！

  ソロギタリストとして活動を開始して１０年。

  毎年１５０本以上のライブを敢行、

  オリジナルアルバム５枚、カバーアルバム３枚、

  そして絵本とCD作品４作　計１２作品をリリースし、

  精力的に活動してきた　わたなべゆうの

  この１０年間の集大成をライブでお届けします！


  ～わたなべゆうより　みなさんへ～


  ぼくはずっと、１人で活動をしてきたのですが

  この１０年を振り返ると、全然１人じゃない。

  たくさんの人たちとの出会いがあり、

  その人たちが、ぼくの音楽を育ててくれていることが

  振り返ってみて、改めてわかりました。


  このライブでは、ソロギターの演奏はもちろん、

  ずっと僕の世界を広げ、支え続けてくれている

  池田安友子（パーカッション）上原周平（ベース）

  この３人ならではのバンド感、

  さらに広がる　わたなべゆうの世界を

  是非、体感しにきてください！！お楽しみに！

  (わたなべゆうHPより)


  後記

  


  1974年からシンガーソングライターとして活動と並行し、スタジオミュージシャンとして多くの名曲で演奏をしている吉川忠英さん。日本人なら誰でも忠英さんのギターの音色を聴いていることでしょう。ユーミンの「やさしさに包まれたなら」、イルカの「なごり雪」、福山雅治の「桜坂」等、タイトルを上げればキリがありません。

  

  私が忠英さんの存在を最初に知ったのは、スタジオミュージシャンとしてでした。1990年代だったと思いますが、ギブソンJ-50を持っている姿を雑誌でよく見た気がします。少ししてアルバム「音の手紙」をリリースされ、シンガーとしての魅力も知ることとなりました。

  

  忠英さんのインストは、音楽として心地よい、というのが印象です。奇抜なテクニックを使わず、歌心のあるメロディに自然なベースやコードがからみ、無理や無駄がないように思えます。クラシック音楽のような完成度を感じますが固くならず、自然に体内に入ってくる良質な音楽です。

  

  ギタリストとしてだけでなく、「音楽家」と見ることによって、若いミュージシャンには得るものが多くなると思います。

  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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